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小
笠
原
村
農
業
委
員
会
委
員
選
挙 

立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
開
催 

 

４
月
18
日
（
日
）
に
小
笠
原
村
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。 

立
候
補
の
届
出
・
受
付
を
円
滑
に
行
う
と
と
も
に
、

公
正
か
つ
適
正
な
選
挙
を
行
う
た
め
、
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。 

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
で
き
る
限
り
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
11
日
（木
）
午
後
５
時
30
分
～ 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
12
日
（金
）
午
後
６
時
～ 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

 ●
問
合
せ
先 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
の
一
時
停
止 

 

ス
カ
パ
ー
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｔ
基
地
局
の
定
期
点
検
実
施
に

伴
い
、
父
島
お
よ
び
母
島
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
一
時
停
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
23
日
（火
）午
前
０
時
～
６
時 

 

※
予
備
日
３
月
29
日
（月
） 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
１
１
１ 

 

交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」 

  

交
通
災
害
共
済
「ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」は
、
東
京
都

39
市
町
村
の
住
民
が
会
費
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故

に
あ
っ
た
時
、
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
助
け
合
い
の

制
度
で
す
。 

 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。 

 

各
ご
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
加

入
申
込
書
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
Ａ
コ
ー
ス
】 

年
会
費
千
円
で
最
高
３
０
０
万
円
の
見
舞
金 

【
Ｂ
コ
ー
ス
】 

年
会
費
５
０
０
円
で
最
高
１
５
０
万
円
の 

見
舞
金 

【
そ
の
他
】 

○
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も
、
中
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
の
い
る
会
員
が
、
交
通
災
害
で
死
亡
し
た
時

に
は
、
年
額
10
万
２
千
円
の
交
通
遺
児
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。 

○
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

ホ
―
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

ち
ょ
こ
っ
と
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.ctv-tokyo.or.jp/ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

  

「
行
政
相
談
」
と
は
、
国
な
ど
の
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
を
お
聞
き
し
、
第
三

者
的
な
立
場
か
ら
関
係
者
の
間
に
立
っ
て
、
そ
の
解

決
が
で
き
る
よ
う
助
力
す
る
こ
と
で
す
。 

電
話
で
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
月
は
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
い
た
し

ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
19
日
（金
）
午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】
山
田 

捷
夫 

 

《
住 

  

所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

 

《
連
絡
先
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
２
―
３
１
１
３ 

健
康
診
断
結
果
報
告
書 

  

昨
年
11
月
に
実
施
し
ま
し
た
「
小
笠
原
村
健
康
診

断
」
の
結
果
報
告
書
は
、
村
役
場
お
よ
び
母
島
支
所

に
お
い
て
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
結
果
報
告
書
を
取

り
に
来
て
い
な
い
方
が
い
ま
す
。 

 

健
診
は
「
受
け
た
だ
け
」
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。健
診
結
果
を
基
に
自
己
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

健
康
管
理
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
必
要
な
保
健
指

導
や
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る
も

の
で
す
。 

な
お
、
結
果
報
告
書
は
、
郵
送
等
は
い
た
し
ま
せ

ん
の
で
、
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
は
お
早
め
に
村
役

場
ま
た
は
母
島
支
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

所
得
税
確
定
申
告
臨
時
受
付
（父
島
） 

 

例
年
、
所
得
税
確
定
申
告
書
提
出
締
切
日
の
間
近

に
窓
口
が
大
変
混
雑
し
、
対
応
に
お
時
間
を
い
た
だ

い
て
い
る
た
め
、
提
出
締
切
日
前
日
の
日
曜
日
に
臨

時
受
付
を
行
い
ま
す
。 

な
お
、
休
庁
日
の
た
め
、
申
告
内
容
に
よ
り
税
務

署
へ
の
確
認
が
必
要
な
場
合
は
、
翌
日
以
降
に
再
度

ご
来
庁
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

３
月
14
日
（日
）午
前
９
時
～
正
午 

 
 
 
 
 
 
 
 

                       

午
後
１
時
30
分
～
４
時 

【
場
所
】
財
政
課
税
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

2/25 現在 

父島 

97.1/100 

母島 

97.8/100 

１月気象状況   （父島）

最高気温   22.6℃ 

最低気温   13.0℃ 

平均気温   18.1℃ 

平均湿度   66％ 

月降水量   37.5mm

住民基本台帳登録者数（2/1）  
 

 

             2,489 人 
 

 

             父島      母島   
 

 

  人口      2,033 人   456 人 
 

 

 

  世帯      1,085    235 

ＮＯ．５６５ 

平成 22 年(2010) 

３/１(月) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり
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父
島
に
お
け
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
事
業 

  

父
島
の
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る
農
業
被
害
を
防
止
す
る
た

め
実
施
し
て
い
る
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
は
、
合

計
１
８
２
頭
を
駆
除
し
、
平
成
21
年
度
の
事
業
を
終

了
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
わ
な
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
で
は
、
わ
な
猟

免
許
所
持
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
２
月
23
日
現
在
、

41
頭
を
駆
除
し
て
い
ま
す
。 

村
で
は
平
成
22
年
度
も
ノ
ヤ
ギ
駆
除
事
業
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
村
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

小
笠
原
村
奨
学
資
金 

 

小
笠
原
村
で
は
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
ま
た

は
専
修
学
校
に
在
学
し
、
心
身
健
全
に
し
て
、
か
つ

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
方
を
対
象
に
学
資

金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

貸
付
の
資
格
・
条
件
、
申
請
方
法
、
償
還
の
方
法

な
ど
、詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

奨
学
生
は
、届
出
の
内
容
（本
人
や
連
帯
保
証
人
の

住
所
そ
の
他
）に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
休
学
・
復

学
・
転
学
・
退
学
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
届
け

出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
毎
学
年
の
初
め
に
「在
学
証

明
書
」、
今
年
度
で
貸
付
の
終
了
す
る
方
は
、
「学
資

金
借
用
証
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。 

 
●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

寄
席
芸
能
小
笠
原
公
演 

 

寄
席
芸
能
小
笠
原
公
演
を
開
催
し
ま
す
。 

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
９
日
（火
） 

 
 
 

開
場 

午
後
６
時 

 
 
 

開
演 

午
後
６
時
30
分 

《
会
場
》
小
笠
原
小
中
学
校
体
育
館 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
11
日
（木
） 

 
 

開
場 

午
後
６
時 

 
 

開
演 

午
後
６
時
30
分 

《
会
場
》
母
島
小
中
学
校
体
育
館 

【
出
演
】 

 
 

落 

語 

柳
家
小
袁
治 

 
 

落 

語 

桂 

伸
治 

 
 

落 

語 

柳
家
小
太
郎 

 
 

コ
ン
ト 

コ
ン
ト
Ｄ
51 

 
 

太
神
楽
曲
芸 

翁
家
勝
丸 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
１
月
16
日
～
１
月
31
日 

○
東
京
都
予
算
要
望
活
動 

○
振
興
開
発
事
業
調
整
（国
土
交
通
省
） 

○
航
空
路
調
整
（国
土
交
通
省
） 

○
世
界
自
然
遺
産
調
整
（環
境
省
） 

○
北
方
領
土
の
返
還
を
求
め
る
都
民
会
議
出
席 

○
関
係
機
関
新
年
あ
い
さ
つ 

等 

 

【
出
張
期
間
】
２
月
９
日
～
２
月
18
日 

○
町
村
会
会
議
出
席 

○
町
村
会
表
彰
伝
達
式
出
席 

○
島
嶼
町
村
長
会
議
出
席 

○
東
京
都
簡
易
水
道
協
会
会
議
出
席 

○
都
議
会
正
副
議
長
・
各
会
派
あ
い
さ
つ 

等 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

    

第３８回小笠原ロードレース大会結果 
 

２月７日に実施されましたロードレース大会各部門の上位結果を、紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
【女子の部 ４ｋｍ】 

第１位 穂坂 麻子 16分 44秒 

第２位 小方 千昭 19分 10秒 

第３位 大前 幸子 20分 27秒 

【一般男子の部 ６ｋｍ 】 

第１位 上島 啓嗣 22分 18秒 

第２位 和田 勉之 22分 55秒 

第３位 桜井 康裕 23分 54秒 

【一般男子の部 ４ｋｍ】 

第１位 穂坂 稔  15分 35秒 

第２位 塩野 和輝 16分 39秒 

第３位 加藤 栄樹 17分 20秒 

【高校生男子の部 ６ｋｍ】 

  第１位 森下 浬  24分 31秒 

  第２位 青島 海斗 26分 24秒 

  第３位 池田 裕貴 26分 44秒 

【高校生女子の部 ４ｋｍ】 

  第１位 池田 遥香  22分 42秒 

  第２位 井ノ口ふさの 23分 43秒 

第３位 菅野 量子 23分 47秒

今大会は、新型インフルエンザ流行に伴い開催日程を当初の１月から２月に変更して

の開催となりました。 

大会の運営にご協力いただきました各関係機関および諸団体の皆様に、紙面を借りて

お礼申し上げます。       

●問合せ先  小笠原ロードレース実行委員会（教育委員会内）２―３１１７ 

以上が各部門の表彰者です。（敬称略） 

 

【団体の部 男子 ６ｋｍ】上位５名の合計 

第１位 海 自 父 島 ２時間 05分 40秒

第２位 小笠原高校 ２時間 11分 52秒

第３位 小笠原中学校 ２時間 11分 56秒
 

【団体の部 女子 ４ｋｍ】上位５名の合計 

  第１位 小笠原小学校 １時間 34分 28秒 

第２位 小笠原中学校 １時間 42分 47秒 

 第３位 小笠原高校 １時間 58分 11秒  

【小学生低学年男子の部 ２ｋｍ】 

第１位 渋谷 秀平 ８分 27秒 

第２位 福本 優芽 ８分 35秒 

第３位 関口 海  ８分 47秒 
 
 

 

【小学生低学年女子の部 ２ｋｍ】 

第１位 楜澤 風   ９分 01秒 

第２位 森岡 未紗 ９分 06秒 

第３位 宮川栄南美 ９分 29秒 

【小学生高学年男子の部 ４ｋｍ】 

第１位 櫻田 蒼  16分 30秒 

第２位 富田 聖  16分 38秒 

第３位 日高 温志 16分 53秒 
 

 

【小学生高学年女子の部 ４ｋｍ】 

第１位 矢口 絵己 17分 58秒 

第２位 森岡 瑞稀 18分 25秒 

第３位 橋本アリス 19分 08秒 

【中学生男子の部 ６ｋｍ】 

第１位 柴 大介  24分 33秒 

第２位 大場 隆一 26分 31秒 

第３位 皆森 一繁 26分 51秒  
 

 

【中学生女子の部 ４ｋｍ】 

  第１位 田口衣里恵 18分 36秒 

  第２位 川越 美南 20分 19秒 

  第３位 松井 比南 20分 24秒 
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母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、３
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
３
月
15
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

  

母
島
に
お
い
て
保
護
地
域
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実

施
し
ま
す
。 

 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
15
日
（月
）
午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】 

 
 

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の
（免
許
証
な
ど
）、
③
11
枚
綴
り
の
「村
民
の

皆
様
へ
」
（※
） 

※
「
村
民
の
皆
様
へ
」
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
村
に

新
た
に
転
入
さ
れ
た
方
に
、
村
役
場
村
民
課
ま
た

は
母
島
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
お
持
ち
で

な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
年
間
入
林
申
請
（年
間
パ
ス
）を
受
け
て
い
る
方
は
、

有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
対
策
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

 

環
境
省
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
講
演
会
お
よ
び
事
業
説
明
会
（
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー

ル
防
除
事
業
、
希
少
昆
虫
類
保
護
増
殖
事
業
） 

 

【
講
演
会
】 

伊
豆
諸
島
の
様
々
な
島
で
は
虫
類
の
研
究
を

し
て
い
る
栗
山
武
夫
先
生
（東
邦
大
学
）か
ら
、「
異

な
る
島
で
の
異
な
る
事
情 

伊
豆
～
小
笠
原
～
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
の
生
き
も
の
た
ち
」
に
つ
い
て
、
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
事
業
説
明
会
】 

 
 

特
定
外
来
生
物
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
・
オ
オ
ヒ

キ
ガ
エ
ル
の
防
除
の
取
組
と
、
小
笠
原
固
有
の
希

少
昆
虫
類
を
保
護
す
る
取
組
を
説
明
し
ま
す
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
９
日
（火
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
11
日
（木
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

 
 

（
財
）
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
８
２
４
―
０
９
６
０ 

 

◎
動
物
観
察
会
「
寝
て
い
る
ア
ノ
ー
ル
を
探
そ
う
」 

  

グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
と
オ
オ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
駆
除

を
兼
ね
て
、「
夜
の
観
察
会
」
を
行
な
い
ま
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
10
日
（水
）午
後
６
時
30
分
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１
時
間
程
度
） 

 

《
集
合
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
10
日
（水
）午
後
７
時
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１
時
間
程
度
） 

 

《
集
合
場
所
》
母
島
支
所
駐
車
場 

【
対
象
者
】
小
学
生
以
上 

※
小
学
生
は
、
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。 

【
申
込
方
法
】 

 
 

事
前
に
参
加
者
の
氏
名
、
年
齢
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。 

【
申
込
締
切
】
３
月
５
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

（財
）自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
（中
川
、
高
橋
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
８
２
４
―
０
９
６
０ 

 
 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

 

自
衛
官
募
集 

 

【
募
集
種
目
】 

 
 

幹
部
候
補
生
（一
般
・
技
術
・
歯
科
・
薬
剤
） 

【
応
募
資
格
】 

 

《
幹
部
候
補
生
（一
般
・
技
術
）》 

 
 
 

20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
方 

 
 
 

※
22
歳
未
満
の
方
は
、
大
卒
（見
込
含
む
） 

 
 
 

※
26
歳
以
上
の
方
は
、大
学
院
修
士
学
位

      

取 

 
 
 
 

         

得
者 

 

《
幹
部
候
補
生
（歯
科
）》 

 
 
 

20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方 

 
 
 

※
専
門
の
大
卒
（見
込
含
む
） 

 

《
幹
部
候
補
生
（薬
剤
）》 

 
 
 

20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
方 

 
 
 

※
26
歳
以
上
の
方
は
、
薬
学
修
士
学
士
取 

 
 
 
 

             

得
者 

【
受
付
期
間
】 

 
 

４
月
１
日
（木
）～
５
月
10
日
（月
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

防
衛
省
自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部 

 
 

大
田
出
張
所 

０
３
―
３
７
３
６
―
４
２
７
１ 

 

海
上
保
安
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
船
舶
か
ら
の
盗
難
に
注
意 

 

関
東
各
地
の
漁
港
お
よ
び
マ
リ
ー
ナ
に
停
泊
中
の

漁
船
や
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
か
ら
、
船
外
機
や
Ｇ
Ｐ

Ｓ
プ
ロ
ッ
タ
な
ど
の
航
海
計
器
が
盗
ま
れ
る
と
い
う

事
案
が
今
年
１
月
ご
ろ
か
ら
多
発
し
て
い
ま
す
。 

船
舶
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
船
舶
の
施
錠
や
盗

難
防
止
対
策
を
確
実
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
不
審
者
を
見
か
け
た
ら
海
上
保
安
署
へ
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番 

 

講
演
会
の
お
知
ら
せ 

 

◎
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
小
笠
原
の
植
物
研
究
最
前
線 

 

２
部
構
成
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
植
物
研
究
の

成
果
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

【
第
１
部
】
自
然
環
境
の
保
全
と
適
正
利
用 

「
世
界
遺
産
フ
レ
ー
ザ
ー
島
の
事
例
を
参
考
に
」 

【
第
２
部
】
小
笠
原
最
新
研
究
成
果
報
告 

○
「
植
栽
と
い
う
行
為 

小
港
の
セ
ン
ダ
ン
が
教

え
て
く
れ
た
こ
と
」 

○
「
小
笠
原
に
コ
ケ
を
求
め
て
」 

【
母
島
】
（第
２
部
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
す
） 

《
日
時
》
３
月
３
日
（水
）午
後
７
時
～ 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
４
日
（木
）午
後
７
時
～ 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
多
目
的
室 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

首
都
大
学
東
京
小
笠
原
研
究
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
４
２
―
６
７
７
―
２
５
８
４ 

 

 
 

首
都
大
学
東
京
小
笠
原
研
究
施
設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
９
８
１ 
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ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
開
館
日 

  

３
月
は
次
の
と
お
り
開
館
し
ま
す
。
ま
た
、
新
館

に
て
「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
展
」
を
開
催
中
で
す
。
夜
間

開
館
や
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
掲
示
板
な
ど
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

【
開
館
日
】 

 
 

３
月
３
日
（水
）～

            

６
          

日
（土
）（
入
港
中
） 

 
 

３
月
９
日
（火
）～
31
日
（水
） 

 
 

（出
港
中
も
開
館
し
ま
す
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

テ
レ
ビ
地
上
波
放
送
の
中
断 

  

太
陽
雑
音
の
電
波
妨
害
現
象
（
※
）
に
よ
り
次
の

期
間
中
、放
送
が
中
断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
予
想
日
時
】 

 
 

３
月
８
日
（月
）～
11
日
（木
） 

 
 
 

午
後
０
時
43
分
ご
ろ
か
ら
約
５
～
７
分
間 

 

※
太
陽
雑
音
に
よ
る
電
波
妨
害
現
象
と
は
、
太
陽
、

放
送
衛
星
、受
信
地
が
一
直
線
に
並
ん
だ
と
き
に
、

強
力
な
太
陽
雑
音
を
受
け
る
た
め
起
こ
る
現
象
で
、

春
分
の
日
お
よ
び
秋
分
の
日
の
前
後
に
発
生
し
ま

す
。 

 ◎
脱
退
お
よ
び
加
入
の
お
願
い 

  
 

転
勤
な
ど
で
小
笠
原
村
か
ら
転
出
す
る
組
合
員

の
方
は
、
脱
退
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
地
上
波
放
送
を
ご
覧
の
方

は
、
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
に
加
入
い
た
だ
き
利

用
料
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

【
受
付
場
所
】 

 

《
父
島
》
小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
村
役
場
第
２
庁
舎
） 

《
母
島
》
母
島
支
所 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
５
１
０ 

 

太
陽
雑
音
に
よ
る
通
信
へ
の
影
響 

  

太
陽
雑
音
に
よ
り
、
次
の
時
間
帯
は
本
土
と
の
通

信
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

【
予
想
日
時
】
３
月
５
日
（金
）～
11
日
（木
） 

 
 
 
 
 
 
 

午
前
10
時
40
分
～
50
分 

 
 
 
 
 
 
 

午
後
０
時
25
分
～
35
分 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
‐
東
京
西 

 
 

カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
（局
番
な
し
） 

１
１
３ 

 
村
民
向
け
エ
コ
ツ
ア
ー 

募
集
期
間
の
延
長
（母
島
） 

 

１
月
か
ら
父
島
・
母
島
に
お
い
て
募
集
し
て
い
た

「
村
民
向
け
エ
コ
ツ
ア
ー
」に
対
す
る
助
成
事
業
は
、

父
島
分
が
定
員
と
な
り
ま
し
た
。 

母
島
分
に
関
し
て
は
、
定
員
枠
に
空
き
が
あ
り
ま

す
の
で
、
募
集
期
間
の
延
長
を
行
い
ま
す
。
本
事
業

で
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
村
民

に
対
し
、
５
千
円
を
上
限
と
し
た
助
成
が
行
わ
れ
ま

す
。 父

島
在
住
の
方
が
母
島
の
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
母
島
旅
行
を
検

討
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

３
月
31
日
（
水
）
ま
で
に
参
加
さ
れ
る
ツ
ア
ー
が

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
母
島
観
光
協
会 

 
 

３
―
２
３
０
０ 

  

タ
ー
ト
ロ
ン
第
２
回
大
会 

 

小
笠
原
諸
島
返
還
20
周
年
に
誕
生
し
、
返
還
40

周
年
を
機
に
復
活
し
た
タ
ー
ト
ロ
ン
に
つ
い
て
、
父

島
大
村
地
区
を
中
心
に
開
催
し
ま
す
。 

大
会
参
加
者
お
よ
び
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。 

な
お
、
本
格
的
な
競
技
志
向
の
大
会
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
25
日
（日
） 

【
参
加
資
格
】 

中
学
生
以
上
の
個
人
ま
た
は
２
人
１
組 

※
小
学
生
以
下
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
競
技
定
員
】
50
チ
ー
ム
（最
大
１
０
０
名
） 

【
参
加
費
】
大
人
２
千
円
（保
険
代
含
む
） 

 
 
 
 
 

  

学
生
１
６
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

【
参
加
特
典
】 

○
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
プ
レ
ゼ
ン
ト 

 

○
放
流
し
た
カ
メ
の
里
親
登
録
（選
手
の
み
） 

【
競
技
種
目
】 

 
 

ス
イ
ム
（
１
㎞
） 

→ 

ラ
ン
（
４
・
８
㎞) 

 

→ 

子
ガ
メ
の
放
流 

【
申
込
締
切
】 

《
参
加
者
》
４
月
19
日
（月
） 

 

《
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
》
４
月
９
日
（金
） 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 

２
―
２
６
６
６ 

 
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
（釣
浜
） 

 

商
工
会
青
年
部
で
は
、
美
し
い
小
笠
原
の
自
然
を

維
持
し
て
い
く
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ビ
ー
チ
ク 

リ
ー
ン
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
月
は
、
釣
浜
で
行
い
ま
す
。 

毎
年
３
月
に
実
習
で
来
島
し
、
一
緒
に
活
動
し
て

い
る
帝
京
科
学
大
学
の
学
生
が
、
今
年
も
参
加
し
て

く
れ
ま
す
。 

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
４
日
（木
）午
前
10
時
集
合 

 

※
雨
天
の
場
合
は
中
止 

【
集
合
場
所
】
釣
浜
駐
車
場 

【
持
ち
物
】
お
持
ち
の
方
は
軍
手 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 

２
―
２
６
６
６ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（予
約
が
必
要
で
す
）。 

次
回
は
、
４
月
の
予
定
で
す
。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
15
日
（月
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
16
日
（火
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

※
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を 

 

除
く 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５  

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 



  NO．565   平成 22（2010）年 3 月 1 日（月）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-5- 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日
程
】
３
月
26
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

鳥
島
「
ア
ホ
ウ
ド
リ
」
と
小
笠
原
の 

「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
」
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

  

お
が
さ
わ
ら
丸
で
行
く
、
伊
豆
諸
島
の
鳥
島
で
繁

殖
中
の
国
際
保
護
鳥
・
特
別
天
然
記
念
物
ア
ホ
ウ
ド

リ
と
、
小
笠
原
海
域
で
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
す
る
特
別
企
画
で
す
。 

 

ま
た
、
多
く
の
海
鳥
と
の
出
会
い
も
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。 

 

島
民
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
程
】
４
月

         

９

             

日
（金
）午
後
７
時
父
島
出
港 

 
 
 
 

４
月
10
日
（土
）午
後
７
時
父
島
着 

【
費
用
】
大
人 

１
万
８
千
円 

 
 
 
 

学
生 

１
万
５
千
円 

 
 
 
 

小
人 

９
千
円 

【
申
込
締
切
】
３
月
31
日
（水
） 

【
注
意
事
項
】 

 

○
参
加
費
に
は
２
等
乗
船
料
金
、
旅
行
傷
害
保
険

料
を
含
み
ま
す
。 

 

○
上
級
席
希
望
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

 

○
各
島
に
は
上
陸
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
船
上
か
ら

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 

○
海
況
に
よ
り
、
行
程
を
一
部
変
更
ま
た
は
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
運
（株
）父
島
営
業
所
２
―
２
１
１
１ 

 

島
で
あ
そ
び
隊
！ 

  

◎
山
で
あ
そ
び
隊
！ 

※
抽
選 

 

～
自
然
の
迷
路
で
遊
ぼ
う
～ 

【
日
時
】
３
月
７
日
（日
）午
前
10
時
～
午
後
４
時 

※
雨
天
の
場
合
、
３
月
27
日
（土
） 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
募
集
人
数
】
20
名
（小
学
生
対
象
） 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
含
む
） 

【
主
催
】
Ｂ
Ｉ
Ｏ
、
環
境
省 

 

◎
農
業
セ
ン
タ
ー
で
あ
そ
び
隊
！ 

※
抽
選 

 

～
わ
ら
じ
を
編
ん
で
み
よ
う
～ 

【
日
時
】
３
月
14
日
（日
） 

午
前
11
時
30
分
～
午
後
３
時
45
分 

【
集
合
場
所
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

【
募
集
人
数
】
20
名
（小
学
生
、
中
学
生
対
象
） 

【
参
加
費
】
１
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
含
む
） 

【
主
催
】
Ｂ
Ｉ
Ｏ 

【
協
力
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

 

◎
共
通
事
項 

【
申
込
方
法
】 

小
学
校
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
申
込
箱
に
申

込
用
紙
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
締
切
】
３
月
３
日
（水
） 

【
注
意
事
項
】 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

（保
護
者
同
伴
で
見
学
は
可
能
で
す
。） 

○
詳
細
は
、
島
で
あ
そ
び
隊
チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
あ
そ
び
隊
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

  

「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
」開
催 

 

◎
第
５
回
「
火
星
と
天
体
望
遠
鏡 

」 
 

天
体
望
遠
鏡
を
自
分
で
組
み
立
て
て
、
赤
い
火
星

や
美
し
い
す
ば
る
を
見
て
み
よ
う
！ 

【
日
時
】
３
月
17
日
（水
）午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
申
込
方
法
】 

 
 

小
学
校
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙
を
入
れ
て
く
だ

さ
い
。 

【
集
合
場
所
】
奥
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
前 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
３
月
16
日
（火
） 

 

※
詳
細
は
、
チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
運
営
委
員
会 

 
 

事
務
局
（国
立
天
文
台
内
） 

官
谷
幸
利 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
７
３
３
３ 

                 

                                       

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２２，９１０ (+340) １１，４６０ (+170)

特 ２ 等 ３４，３６０ (+510) １７，１９０ (+260)

１ 等 ４５，８２０ (+680) ２２，９１０ (+340)

特 １ 等 ５２，９８０ (+790) ２６，５００ (+400)

特 等 ５７，３４０ (+850) ２８，６８０ (+430)

２等（学割） １８，３４０ (+280)
２等 

（身体障害者割引） １１，４６０ (+170)  ５，７４０ (+90)
村民割引 

（往復）２等 ３４，３７０ (+510) １７，２００ (+260)

貨
物
運
賃 

１  等  品 １５，３５６ (＋152)

２  等  品 １４，２９６ (＋142)

３  等  品 １３，１５０ (＋130)

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，５３８ (＋15)

０．０７５トン以下  １，１４５ (＋11)

３月の燃料油価格変動調整金 
 

 ３月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０

貨
物
運
賃 

１ 等  品 ８，７１７ （+653）

２  等  品 ８，１７２ （+612）

３  等  品 ７，６２８ （+572）

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８７３ （+65）

０．０７５トン以下 ６５８ （+49）

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，２９０ (+510) ２，１５０ (+260)

１ 等 ８，５８０ (+1,020) ４，２９０ (+510)

村民割引 
（往復）２等 ５，５８０ (+660) ２，８００ (+340)
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クジラの伝言板 

 

村民課福祉係 

2－3939 

クジラ：ウォーキングの効果って色々あるのですね！ 
 

 

保健師：えぇ、小笠原も暖かくなり、ウォーキングに最適な陽気になってきましたね。 
 

 

クジラ：よし、これを機に私もウォーキング、始めてみます！ 

１歩歩くと 0.0014 円、健康へも 1 歩近づいて…うっ…気が遠くなりそう。 
 

 

保健師：健康はお金にはかえられません。「なーんだ、その程度か」と思わずに、コツコツ

と続けてください。継続は力なり！ 必ず結果はついてきます。 
 

 

クジラ：そうですよね。いつも三日坊主でしたが、なんだか今回はがんばれそうです！ 
 

 

保健師：その調子！ 応援していますよ！ 今回のヘルスアップ教室はウォーキングです。 

    ぜひ参加してみてください。 
 

 

クジラ：はーい。みんなで歩いて友達をつくろっと♪ 

 
 

 

 

歩くことは健康に良く、生活習慣病も予防できるので、医療にかかる費用も減らせると言われています。 

健康にも良く、医療費も減らせるウォーキング、その効果は 1 歩あたりいくらになるか知りたいと思いませんか？

そんな素朴な疑問を今年、厚生労働省の研究班が解決してくれました。なんと、 
 

 

 

 

1 歩あたり 0.0014 円 という結果が出ました。 
 

 

 

 

 

この数字を見て、あなたはどう思いますか？ ほんのちょっとに見えるかもしれません。しかし、小笠原村の 20

歳以上（2 月 1 日現在、1,950 人で計算）が 1 人あたり毎日 3,000 歩多く歩いたとすると年間約 300 万円、日

本の 20 歳以上が毎日 3,000 歩多く歩いたとすれば、年間約 1,600 億円にもなるのです。 

 

～心肺機能が向上する～ 
 

 

足は第 2 の心臓と言われており、足の筋

肉のポンプ機能で血管が血液を心臓へと押

し上げるのを助け、無理なく心臓を鍛えるこ

とができます。また、酸素を取り入れながら

の運動のため、肺の働きが活発になり、換気

量が増え、全身に新鮮な酸素を送ることがで

きます。 

～肥満を予防・解消する～ 
 

 

有酸素運動により、酸素を体内に取り込む

ことで、効率よく燃焼することができます。

～認知症予防～ 
 

 

ウォーキングを行うことで、大脳を刺激

し、脳に新鮮な酸素を取り入れることができ

ます。血液量が増加し、脳を活性化します。

～生活習慣病を予防する～ 
 

 

血液量が増加することにより、血管の弾力が増し

て高血圧を予防します。また、善玉コレステロール

を増やし、悪玉コレステロールを減らすことにより

動脈硬化を予防します。さらに、2 型糖尿病の症状

を軽くするなどの効果もあります。 

～骨粗しょう症を予防する～ 
 

 

歩くことで骨に刺激が加わり、

骨が強化されます。また、運動に

よってカルシウムを摂取する能

力も高まることから、骨が丈夫に

なります。 

～ストレス解消～ 
 
 

歩くことで脳への血行

が良くなり、自律神経が落

ち着き、体のリズムが整い

ます。脳の疲れをとり、心

がリラックスします。 

～足腰を強化する～ 
 

 

ウォーキングは体中の筋

肉の 80％以上を使い、特に

足や腰の筋肉を鍛えること

ができます。腰痛の予防や

転倒予防、健康の維持・増

進にもつながります。 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 １２１ 号 ― 
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産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
16
日
（火
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
18
日
（木
）、
19
日
（金
）、 

 
 
 
 
 
 
 

  

23
日
（火
） 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

※
予
約
制
で
す
の
で
、
平
日
（水
曜
日
を
除
く
）
午

後
１
時
30
分
～
５
時
の
間
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

講
演
会
の
開
催 

 

◎
「
子
宮
頸
が
ん
と
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
」 

 

20
代
か
ら
30
代
の
女
性
が
か
か
る
「
が
ん
」
の

う
ち
、
最
も
多
い
疾
患
が
子
宮
頸
が
ん
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
子
宮
頸
が
ん
と
10
代
前
半
に
接
種
す

る
と
効
果
の
高
い
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

【
対
象
者
】 

島
内
在
住
の
方
（
特
に
20
～
30
代
の
女
性
、

20
歳
未
満
の
女
子
を
持
つ
親
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
16
日
（火
）午
後
７
時
～ 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
19
日
（金
）午
後
７
時
～ 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
講
師
】
橋
本
洋
子
（産
婦
人
科
医
師
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、 

９
，
10
か
月
、
1
歳
６
か
月
、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
11
日
（木
）
午
後
２
時
～
３
時 

 
《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
16
日
（火
） 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

今
回
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
３
月
３
日
（水
）午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
必
要
な
も
の
】
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

   

第
２
回
「介
護
の
し
く
み
」座
談
会
（母
島
） 

 

介
護
保
険
に
つ
い
て
と
こ
と
ん
知
識
を
蓄
え
、
家

族
や
兄
弟
、
自
分
が
介
護
保
険
を
活
用
す
る
時
に
慌

て
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
今
か
ら
準
備
を
し
ま
せ

ん
か
。
小
笠
原
村
の
介
護
保
険
料
や
介
護
度
別
に
応

じ
て
、
ど
の
よ
う
な
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
村
内
在
住
の
方 

【
日
時
】
３
月
24
日
（水
）
午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

 

～
イ
ヤ
イ
ヤ
・
だ
だ
こ
ね
育
ち
の
ス
ス
メ
～ 

 

子
育
て
は
楽
し
い
け
れ
ど
、
子
ど
も
が
成
長
す
る

に
つ
れ
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
良
い
の
か
わ
か
ら

な
く
な
る
。
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

今
回
は
２
歳
あ
た
り
か
ら
始
ま
る
「
イ
ヤ
イ
ヤ
」

「
だ
だ
こ
ね
」
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
個
別
相
談
も
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

◎
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
10
日
（水
）
午
前
10
時
～
11
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 
《
日
時
》
３
月
11
日
（木
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

 

◎
個
別
相
談 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
９
日
（火
）、
10
日
（水
）の
午
後 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
11
日
（木
）の
午
後 

※
個
別
相
談
は
、
申
し
込
ま
れ
た
時
点
で
日
時
を

調
整
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

０
歳
～
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者 

【
講
師
】
湯
野
貴
子
（臨
床
心
理
士
） 

【
予
約
締
切
】
３
月
８
日
（月
）
午
後
５
時
ま
で 

※
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
は
、
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

     

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

～
今
ま
で
の
村
民
だ
よ
り
「
世
界
自
然
遺
産
の  

コ
ー
ナ
ー
」
よ
り
抜
粋
（３
）
～ 

 

先
月
は
推
薦
書
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今

月
は
１
月
号
か
ら
の
続
き
と
し
て
、
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
と
仮
定
し
、
登
録
後
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
環
境
保
全
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 

 ◎
登
録
後
の
保
全
活
動
は
？ 

 

【
環
境
意
識
の
向
上
】 

世
界
自
然
遺
産
の
目
的
は
、
貴
重
な
自
然
環
境

を
保
護
・
継
承
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
推
薦
や
登

録
が
ゴ
ー
ル
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
行
政
や
地

元
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
登
録
後
も
長
期
間
に

わ
た
る
保
護
、
管
理
を
行
な
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
元
に
暮
ら
す
私
た

ち
が
「
貴
重
な
自
然
環
境
を
自
分
た
ち
で
守
っ
て

い
く
」
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。 

屋
久
島
の
例
で
み
る
と
、
多
く
の
住
民
が
「
身

の
回
り
の
自
然
環
境
に
敏
感
に
な
っ
た
」「
環
境
に
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関
す
る
行
事
が
増
え
た
」「
学
校
で
環
境
を
テ
ー
マ

に
し
た
時
間
が
増
え
た
」
と
感
じ
て
お
り
、
環
境

意
識
の
変
化
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

元
の
高
校
に
環
境
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、

子
供
た
ち
に
対
す
る
教
育
上
の
取
り
組
み
も
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。 

【
外
来
種
（移
入
種
）対
策
】 

登
録
に
あ
た
っ
て
の
最
大
の
検
討
課
題
と
し

て
、
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
外
来
種
対
策
は
、

登
録
後
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

今
回
の
推
薦
書
の
提
出
に
あ
た
り
、
平
成
25
年

度
ま
で
の
短
期
的
取
り
組
み
と
ア
カ
ギ
対
策
等
の

長
期
的
取
り
組
み
を
考
慮
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
策
定
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
新
た
な
外
来
種
の
進
入
を
防
ぐ
目
的
で
、

現
在
、
国
や
東
京
都
に
お
い
て
、
外
来
種
の
侵
入

拡
大
の
予
防
、
駆
除
・
防
除
の
技
術
的
手
法
な
ど

の
具
体
的
検
討
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、今
後
、国
、

都
お
よ
び
村
な
ど
の
関
係
機
関
が
協
力
し
て
事
業

実
施
に
あ
た
る
予
定
で
す
。 

 

◎
利
用
者
増
に
よ
る
自
然
環
境
へ
の
悪
影
響
は
？ 

 

登
録
に
よ
る
知
名
度
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
観
光

客
数
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

利
用
の
集
中
等
に
よ
っ
て
自
然
環
境
へ
の
悪
影
響

が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
小
笠
原
の

自
然
や
文
化
に
思
い
入
れ
を
持
つ
お
客
様
ば
か
り

で
は
な
く
、
中
に
は
自
然
環
境
の
保
護
に
興
味
を

示
さ
な
い
人
た
ち
が
来
島
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。 

屋
久
島
の
例
を
み
る
と
、
特
に
縄
文
杉
へ
の
利

用
の
集
中
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
保
護
の

た
め
に
展
望
デ
ッ
キ
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
対
応
に

追
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
登
山
客
の
増

加
に
よ
る
登
山
道
の
荒
廃
や
遭
難
者
の
増
加
も
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
地
元
で
は
入
山
規
制
の
導
入

も
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

小
笠
原
の
場
合
、
現
在
は
交
通
機
関
が
限
ら
れ
、

来
島
者
数
に
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、
同
様
の
問
題

が
起
こ
る
恐
れ
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と

は
、
世
界
遺
産
登
録
の
有
無
に
係
わ
ら
ず
、
今
後

の
重
要
な
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

◎
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進 

 

す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
は
、
小
笠
原
に
と
っ
て

最
も
価
値
の
あ
る
資
源
で
あ
り
大
切
な
財
産
で
す
。

利
用
の
集
中
等
に
よ
っ
て
自
然
環
境
が
損
な
わ
れ

れ
ば
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
も
失
わ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
村
民
全
体
が
十
分
認
識
し
、
来
島
す

る
人
た
ち
に
も
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。 自

然
環
境
へ
の
悪
影
響
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
は
、
利
用
の
形
態
や
特
性
に
応
じ
た
ル
ー

ル
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、
自
然
の
価
値
を
正

し
く
解
説
す
る
人
材
の
育
成
な
ど
、
ま
さ
に
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 

◎
土
地
利
用
の
規
制
は
厳
し
く
な
る
の
？ 

 

【
規
制
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
】 

世
界
遺
産
に
係
る
規
制
の
問
題
は
、
登
録
に 

よ
っ
て
、
小
笠
原
全
体
に
国
際
的
な
規
制
が
か
か

る
と
い
っ
た
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
登
録
基
準
を

満
た
し
た
自
然
地
域
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
自
然
を

守
る
た
め
に
一
定
レ
ベ
ル
の
国
内
法
の
仕
組
み

（保
護
担
保
措
置
）
が
な
け
れ
ば
、
登
録
地
の
条
件

に
あ
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

し
た
が
っ
て
、
小
笠
原
に
お
い
て
も
、
ど
の
地

域
の
自
然
環
境
が
登
録
基
準
を
満
た
し
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
そ
の
地
域
が
現
在
ど
の
よ
う
な
形
で

保
護
さ
れ
て
い
る
の
か
が
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。 

 

◎
世
界
遺
産
と
航
空
路
に
つ
い
て 

 
 

【
村
の
基
本
的
な
考
え
方
】 

村
で
は
、
村
政
確
立
以
来
の
基
本
方
針
と
し
て
、

「
人
と
自
然
が
共
生
す
る
村
づ
く
り
」
を
め
ざ
し

て
お
り
、
世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録
は
、
そ
の
流

れ
に
沿
う
も
の
と
し
て
、
基
本
的
に
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

一
方
、「
航
空
路
の
開
設
」
は
、
小
笠
原
返
還

当
初
か
ら
の
最
重
要
課
題
で
す
。 

こ
の
２
つ
は
、
互
い
に
相
反
す
る
も
の
で
は
な

く
、
両
立
を
図
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。 

 

◎
世
界
自
然
遺
産
登
録
推
進
へ
向
け
た
普
及
啓
発
用

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。 

                             

こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
向

け
た
村
内
の
遺
産
登
録
推
進
へ
の
盛
り
上
が
り
を
図

る
た
め
に
、
小
笠
原
諸
島
が
持
つ
世
界
自
然
遺
産
と

し
て
の
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
（地
形
・
地
質
、
生
態
系
、
生

物
多
様
性
）を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。公

募
で
決
定
さ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
と
も
に
、
啓
発
の

た
め
に
使
用
し
て
い
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

                              



  NO．565   平成 22（2010）年 3 月 1 日（月）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-9- 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
探
検
隊 

 

最
終
回
「
カ
ラ
ス
で
す
か
？ 

ハ
ト
で
す
か
？ 

」 
  

以
前
は
、
カ
ラ
ス
バ
ト
の
名
前
を
聞
い
た
観
光
客

か
ら
質
問
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
無
名
な
た

め
、
ど
ん
な
鳥
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か

し
、
村
民
に
よ
る
め
ざ
ま
し
い
普
及
活
動
に
よ
り
、

そ
う
い
う
質
問
も
減
り
ま
し
た
。 

「
小
笠
原
に
は
カ
ラ
ス
は
い
ま
せ
ん
よ
」
と
答
え

た
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
カ
ラ
ス
が
い
な

い
の
は
、
絶
滅
し
た
か
ら
で
す
。
今
で
は
知
ら
な
い

人
も
多
い
で
す
が
、
聟
島
列
島
、
父
島
列
島
で
は
、

百
年
ほ
ど
前
ま
で
は
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
が
い
ま
し
た
。

姿
が
消
え
る
と
記
憶
か
ら
も
消
え
て
い
く
の
で
す
。 

都
会
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
カ
ラ
ス
で
す
が
、
英
語

名
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
・
ク
ロ
ウ
（密
林
の
カ
ラ
ス
）、
ア

カ
ポ
ッ
ポ
と
同
じ
く
本
来
は
森
の
鳥
で
す
。
カ
ラ
ス

は
森
林
減
少
と
共
に
姿
を
消
し
ま
し
た
が
、
ア
カ 

ポ
ッ
ポ
は
現
在
に
生
き
延
び
ま
し
た
。 

10
年
前
、
無
名
の
カ
ラ
ス
バ
ト
の
明
る
い
未
来
は

想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
最
近
は
、
百
年

後
の
森
で
の
ん
び
り
と
た
た
ず
む
ア
カ
ポ
ッ
ポ
が
想

像
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
未
来
の
村
民

に
は
「
小
笠
原
に
は
ハ
ト
は
い
ま
せ
ん
よ
」
で
は
な

く
、「
昔
は
珍
し
か
っ
た
ら
し
い
よ
」
と
で
も
言
っ
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
の
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
、
連
載
の
役

目
も
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
で
す
。
２
年
間
の
お
付
き
合

い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ア
カ
ポ
ッ
ポ
と
は
、

末
永
く
お
付
き
合
い
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 森
林
総
研
主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

 

「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
到
来
！ 

」 
 

弟
島
の
西
沖
で
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
２
頭
を
目
撃
！ 

Ｏ
Ｗ
Ａ
に
今
シ
ー
ズ
ン
初
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
情
報
が

寄
せ
ら
れ
た
の
は
昨
年
12
月
３
日
。
同
じ
く
12
月

16
日
に
は
「
姉
島
の
東
沖
で
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
２
頭
」

と
の
情
報
が
母
島
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。皆
さ
ん
、

い
つ
も
情
報
提
供
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
は
海
況
が
良
け
れ
ば
毎
朝
30
分
間
、

三
日
月
山
展
望
台
（以
下
「
ウ
ェ
ザ
ー
」）
で
ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
の
定
点
観
測
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査

で
初
め
て
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
確
認
し
た
の
は
12
月

13
日
。
双
眼
鏡
で
見
つ
け
た
瞬
間
は
思
わ
ず
ガ
ッ
ツ

ポ
ー
ズ
！ 

12
月
の
確
認
数
は
最
大
で
４
群
５
頭
で

し
た
が
、
１
月
に
は
最
大
７
群
10
頭
に
。
２
月
に
な

る
と
、
な
ん
と
最
大
８
群
17
頭
（２
月
18
日
現
在
）

も
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
確
認
で
き
た
日
も
あ
り
ま
し

た
。 今

の
時
期
、
海
況
が
良
け
れ
ば
、
ほ
ぼ
毎
日
ウ
ェ

ザ
ー
か
ら
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
、
上
着
、
暖
か
い
お
茶
、
お

弁
当
を
持
っ
て
ウ
ェ
ザ
ー
で
ま
っ
た
り
ホ
エ
ー
ル 

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ん
て
い
か
が
で
し
ょ
う
？ 

双
眼

鏡
を
持
っ
て
い
く
と
、
よ
り
一
層
楽
し
め
る
こ
と
間

違
い
な
し
で
す
！ 

   

◎
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
陸
上
観
察
会 

 

【
日
時
】
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日 

 
 
 
 
 

午
後
４
時
～
５
時
（４
月
23
日
ま
で
） 

※
天
候
・
海
況
が
悪
い
時
は
中
止 

【
場
所
】
三
日
月
山
展
望
台 

 

◎
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・イ
ン
タ
ー
プ
リ 

 
                 

タ
ー
（通
称
Ｉ
Ｗ
Ｏ
）新
規
認
定
講
習
会
（父
島
） 

 

ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
を
含
む
小
笠
原
の
自
然
・
文

化
・
歴
史
に
つ
い
て
の
知
識
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
人
に

伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
的
に
、
Ｏ

Ｗ
Ａ
は
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー
制
度
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
新
規
認
定
講
習
を

父
島
に
て
実
施
し
ま
す
。
ク
ジ
ラ
や
ガ
イ
ド
の
勉
強

を
し
た
い
方
、
ぜ
ひ
講
習
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
３
月
11
日
（木
）午
後
６
時
～
９
時 

【
場
所
】
Ｂ
‐
シ
ッ
プ
２
階
会
議
室 

【
受
講
料
】
無
料 

【
内
容
】 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
、
小
笠
原
の 

基
礎
鯨
類
学 

【
対
象
者
】
15
歳
以
上 

※
ガ
イ
ド
経
験
不
問
、
ク
ジ
ラ
・
ガ
イ
ド
の
勉
強

を
し
た
い
方 

【
申
込
締
切
】
３
月
８
日
（月
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

 
海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
106 

 

１
９
４
２
年
、
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ェ
ノ
バ
出
身
の
ク

リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
援

助
で
、
現
在
の
バ
ハ
マ
諸
島
に
あ
る
サ
ン
・
サ
ル
バ

ド
ル
島
を
発
見
し
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
を
出
て
、
69
日

目
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
ア
メ

リ
カ
に
進
出
す
る
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
当
時
は
、

香
料
の
宝
庫
で
あ
る
イ
ン
ド
を
目
指
し
て
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
が
ア
フ
リ
カ
の
南
端
で
あ
る
喜
望
峰
を
発
見
し

て
お
り
、
そ
れ
に
対
抗
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
は
西
回
り

で
イ
ン
ド
を
発
見
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
大
航

海
時
代
の
幕
開
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
コ
ロ
ン
ブ
ス

が
発
見
し
た
カ
リ
ブ
海
の
島
々
は
、
西
イ
ン
ド
諸
島

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

大
航
海
時
代
と
ウ
ミ
ガ
メ
と
は
、
密
接
な
関
係
が

あ
り
ま
す
。ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、

ウ
ミ
ガ
メ
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
人
類
は
地
球
を
一
周

で
き
、
ア
メ
リ
カ
式
捕
鯨
も
発
展
し
、
今
日
の
世
界

が
築
か
れ
て
き
た
の
で
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
は
、
は
虫
類

で
す
。
当
時
の
帆
船
の
甲
板
の
上
に
背
甲
を
下
に
し

て
お
け
ば
、
半
年
以
上
も
生
き
て
い
ま
す
。
天
然
の

冷
蔵
庫
で
す
。
従
っ
て
、
帆
船
の
乗
組
員
た
ち
は
、

常
に
新
鮮
な
肉
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
行
く
時
は
、
食
料
を

用
意
で
き
ま
す
が
、
帰
路
は
そ
う
簡
単
に
手
に
入
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
貴
重
な
食
料
だ
っ

た
わ
け
で
す
。
お
ま
け
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
腹
甲
を
乾

燥
さ
せ
た
も
の
は
、「
カ
リ
ピ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
琥
珀

色
の
最
高
級
ス
ー
プ
の
原
料
と
な
り
ま
し
た
。
ウ
ミ

ガ
メ
は
、
経
済
的
価
値
も
も
た
ら
し
た
の
で
す
。
ま

あ
、
ス
ペ
イ
ン
に
と
っ
て
、
ア
ス
テ
カ
帝
国
や
イ
ン

カ
帝
国
の
金
銀
財
宝
か
ら
比
べ
れ
ば
、
微
々
た
る
も

の
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
。
し
か
し
、
ア
メ

リ
カ
大
陸
へ
の
進
出
と
開
発
が
ウ
ミ
ガ
メ
を
減
少
さ

せ
る
先
べ
ん
と
な
っ
た
の
は
、
間
違
い
な
い
で
し
ょ

う
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 
      

ア
カ
ポ
ッ
ポ 

＝
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
愛
称 



入港日

母島巡回労働相談

芝税務署による確定申告出張相談（父島 ～4） 森林生態系保護地域入林受付（母島）

東京三弁護士会による法律相談（母島）

入港日

シロアリ対策事業（～11） 産科・婦人科専門診療（母島）

ヘルスアップ教室（父島） 講演会「子宮頸がんと予防ワクチンについて」（母島）

講演会「ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑと小笠原の植物研究 前線」（母島） 乳幼児健診・歯科健診（母島）

ビジターセンター開館（～6）※入港中 東京三弁護士会による法律相談（父島）

定期予防接種

講演会「ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑと小笠原の植物研究 前線」（父島） ギャラクティック・キッズ開催（父島）

ビーチクリーン（釣浜）

15 月

16 火

17 水4 木

1 月

2 火

3 水

行　事　予　定 行　事　予　定日付 曜日日付 曜日

ビ チクリ ン（釣浜）

出港日

太陽雑音による通信への影響（～11） 産科・婦人科専門診療（父島 ～19,23）

動物観察会「寝ているアノールを探そう」申込締切 粗大ゴミの日（母島）

出港日 講演会「子宮頸がんと予防ワクチンについて」（父島）

行政相談所の開設（父島）

山であそび隊！

高校図書館開放

テレビ地上波放送中断（～11）

ＯＷＡﾎｴｰﾙｳｫｯﾁﾝｸﾞ・ｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾀｰ 入港日

新規認定講習会申込締切（父島）

入港日

寄席芸能小笠原公演（父島）

講演会および事業説明会（母島）

グリーンアノール防除事業、希少昆虫類保護増殖事業 インターネット接続サービスの一時停止

ビジターセンター開館（～31）

21 日

22 月

23 火

18 木

19 金

20 土
7 日

8 月

9 火

5 金

6 土

春分の日

振替休日

ビジタ センタ 開館（ 31）

動物観察会「寝ているアノールを探そう」 出港日

子育てセミナー開催（父島） 第２回「介護のしくみ」座談会（母島）

小笠原村農業委員会委員選挙立候補予定者説明会（母島）

寄席芸能小笠原公演（母島）

乳幼児健診・歯科健診（父島） 電話による無料法律相談

子育てセミナー開催（母島）

講演会および事業説明会（父島）

グリーンアノール防除事業、希少昆虫類保護増殖事業

ＯＷＡﾎｴｰﾙｳｫｯﾁﾝｸﾞ・ｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾀｰ

新規認定講習会（父島） 入港日

出港日

小笠原村農業委員会委員選挙立候補予定者説明会（父島） インターネット接続サービスの一時停止（予備日）

高校図書館開放
30 火

27 土

28 日

29 月

24 水

25 木

26 金

13 土

10 水

11 木

12 金

所得税確定申告臨時受付（父島） 出港日

農業センターであそび隊！ 鳥島「アホウドリ」と小笠原の「ザトウクジラ」ウォッチング申込締切31 水14 日




